
 PPrreessss  RReelleeaassee    令和２年３月２５日公表 

発 

表 

事 

項 

平成３０年住宅・土地統計調査 住宅の構造等に関する集計について（本県分） 

（平成３０年１０月１日調査） 
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◆高齢者の住む住宅の一定のバリアフリー化率は４０．８％で、平成２５年と比べ３．２ポイン

ト上昇◆ 

  ６５歳以上の世帯員のいる主世帯（高齢者のいる世帯）のうち、一定のバリアフリー化住宅に

居住している世帯は８４，５００世帯で、一定のバリアフリー化率が４０．８％（全国平均    

４２．４％）となった。また、高度のバリアフリー化住宅に居住している世帯は１４，７００世

帯で、高度のバリアフリー化率は７．１％（全国平均８．８％）となった。平成２５年と比べる

と、一定のバリアフリー化率は３．２ポイント（全国平均１．２ポイント）、高度のバリアフリー

化率は１．１ポイント（全国平均０．３ポイント）それぞれ上昇した。 

（注）一定のバリアフリー化住宅とは、人が居住する住宅について、高齢者等のための設備・構造のうち、２箇所以上の「手すりの

設置」又は「段差のない屋内」がある住宅をいい、高度のバリアフリー化住宅とは、２箇所以上の「手すりの設置」、「段差のない屋

内」及び「廊下などが車いすで通行可能な幅」がいずれもある住宅をいう。 

 

◆平成２６年以降に増改築・改修工事が行われた持ち家のうち、台所・トイレ・浴室・洗面所の

改修工事の割合が１５．０％と最も高い◆ 

  平成２６年以降に住宅の増改築・改修工事等が行われた持ち家は８２，７００戸で、持ち家全

体に占める割合は２７．４％（全国平均２７．５％）となった。増改築・改修工事等の内容の割

合（「その他の工事」を除く。）をみると、「台所・トイレ・浴室・洗面所の改修工事」が１５．０％

と最も高くなった。 

 

◆平成２６年以降に耐震診断が行われた持ち家は６．０％、うち耐震性が確保されていた持ち家

は９４．０％◆ 

  平成２６年以降に住宅の耐震診断が行われた持ち家は１８，２００戸で、持ち家全体に占める

割合は６．０％（全国平均９．１％）となった。また、耐震診断が行われた持ち家のうち、耐震

性が確保されていた持ち家は１７，１００戸で、耐震診断が行われた持ち家に占める割合は   

９４．０％（全国平均８８．３％）となった。 

 

◆高齢者のいる世帯のうち、最寄りの老人デイサービスセンターまでの距離が 500ｍ未満は  

３１．６％で、平成２５年と比べ４．２ポイント上昇◆ 

  高齢者のいる世帯について、最寄りの老人デイサービスセンターまでの距離別にみると、「500

ｍ未満」が６５，５００世帯（高齢者のいる世帯に占める割合３１．６％）（全国平均４３．６％）

となった。平成２５年と比べると、「500ｍ未満」の割合が４．２ポイント（全国平均５．０ポイ

ント）上昇した。 
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